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【戦略 1】
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6
という部分和を考えていき ,  その後 

n  . * として無限級数を考えることになります。
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 の値については ,  k を 12 で割った余りによって周期的に変化しま

す。( 符号の調整をする分には 6 で割った余りで分類すれば十分です。 )
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とおき ,  6mx  ,  +6m 1x  ,  …… ,  +6m 5x  を捉えてい

きます。
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を考えていき ,  N . *  とすれば ,  
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なので ,  トータルの結論として , 
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lim nS =S   が得られます。

【解 1】
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(iii) k=6m+2 のとき
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(iv) k=6m+3 のとき
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(v) k=6m+4 のとき
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(vi) k=6m+5 のとき
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P kx    とおき ,  N=0 ,  1 ,  2 ,  ……  とする。
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ゆえに ,  
.N *

lim +6N 5S =
+14 3U3
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r=0 ,  1 ,  2 ,  … ,  5  として ,  
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lim +6m rx =0  であるため ,  
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.N *
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以上から ,  
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  を得るため ,  
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【戦略 2】

経験がモノを言いますが ,  
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です。

つまり ,  kx =
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  とおくと ,  kx  は kz  の実部ということになり

ます。

【解 2】
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【総括】

部分和をとってから ,  その極限を考えるという点は外してはいけません。

⽬につくのは周期性だと思いますので ,  それを活かす【解 1】の⽅針は緊

張した試験場では思いつきやすい解答路線かと思います。

ただ ,  【解 2】の複素数を持ち出して実部虚部を捉える路線も勉強してい

れば有名な解法です。
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